
（案） 
 

武蔵村山市男女共同参画に関する市民意識調査 
 

 

日頃より、本市の男女共同参画推進にあたり、御理解・御協力を賜り、誠にあ

りがとうございます。 

本市では、男女共同参画社会の実現に向け、令和２年３月に「武蔵村山市第四

次男女共同参画計画－ゆーあいプラン－」を策定し、総合的、計画的にさまざま

な取組を進めています。 

この度、次期計画となる「武蔵村山市第五次男女共同参画計画－ゆーあいプラ

ン－（仮称）」の策定にあたり、市民の皆様の男女共同参画に関する意識や実態を

把握し、次期計画に反映させたく、調査を実施することといたしました。 

今回の調査は、市内にお住まいの18歳以上の方の中から、1,200人を無作為に選

ばせていただき実施するものです。お答え頂いた内容は、すべて統計的に処理

し、他の目的には一切使用いたしません。 

御多用の折、誠に恐れ入りますが、調査の趣旨を御理解いただき、御協力くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

令和５年●月  

武蔵村山市長 山 﨑 泰 大 

 

◆御記入についてのお願い◆ 

１ 宛名の御本人による回答をお願いします。 

２ 回答方法 

令和５年●月●日（●）までに、次の①または②のどちらかの方法で回答してください。 

①郵送による回答 

◆調査票に記入の上、同封の返信用封筒に入れて切手を貼らずに郵便ポスト

へ投函してください。 

◆回答は、該当する算用数字を○で囲んでください。「１つに」「３つまで

に」など、それぞれ指定されていますので御注意ください。 

「その他」を選んだ場合は、具体的な内容を（ ）に記入してください。 

※（回答例）  １．   ２．   ３． 

②インターネットによる回答  

◆QR コードまたは URL よりアクセスの上、パソコン又は 

スマートフォンで回答してください。 

 https://enquete.cc/q/R5musashimurayama_danjo 

【お問合せ先】武蔵村山市 協働推進部 協働推進課  

TEL：042-565-1111（代表）内線 242/243  FAX：042-563-0793 

 

資料４ 
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 １．あなたご自身について 
問１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

１．男性 ２．女性 ３．その他・答えたくない 

 

問２ 令和５年８月１日現在の、あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

１．10 歳代 

２．20 歳代 

３．30 歳代 

４．40 歳代 

５．50 歳代 

６．60 歳代 

７．70 歳代以上 

 

 

 

問３ あなたのお仕事はこの中のどれですか。（○は１つ）※複数に該当する方は、主なもの１つ 

１．会社員 

２．自営業・自由業 

３．公務員（教員・団体職員含む） 

４．パート・アルバイト、契約社員等 

５．学生 

６．専業主婦又は主夫 

７．無職 

８．その他（          ） 

 

問４ あなたは結婚（事実婚を含む。）していますか。（○は１つ） 

１．未婚 ２．既婚（パートナーあり） ３．既婚（離別・死別） 

 

【問４で「２．既婚（パートナーあり）」と回答した方にお聞きします。】 

問４－１ お二人とも働いていますか。（○は１つ） 

１．はい  ２．いいえ 

 

問５ あなたやあなたのパートナーにはお子さんがいますか。成人しているお子さんや別居して

いるお子さんも含めてお答えください。（○は１つ） 

１．いる ２．いない 
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 ２ 男女平等や男女共同参画について  
問６ あなたは、次にあげる分野で、男女の地位が平等になっていると思いますか。 

（ア～クそれぞれ○は１つ） 

 

男性の

方が非

常に優

遇され

ている 

どちら

かとい

えば男

性の方

が優遇

されて

いる 

平等 

どちら

かとい

えば女

性の方

が優遇

されて

いる 

女性の

方が非

常に優

遇され

ている 

わから 

ない 

ア．家庭生活の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ．学校教育の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ．職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ．政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ．自治会や NPO 等の地域活動の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ．社会通念・慣習・しきたり等 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

キ．法律や制度 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ク．社会全体 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

【参考 国調査(R4.11月)】あなたは、次の(1)から(7)の分野で男女の地位は平等になっていると思

いますか。あなたの気持ちに最も近いものをお答えください。（○は 1つ） 

 

 

  

横方向にお答えください。 

 

※数字は回答割合（％）

分野
男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかと
いえば男性
の方が優遇
されている

平等

どちらかと
いえば女性
の方が優遇
されている

女性の方が
非常に優遇
されている

無回答

家庭生活 9.0 50.8 31.7 7.0 1.0 0.6

学校教育の場 3.0 21.5 68.1 4.7 0.6 2.1

職場 16.0 48.1 26.4 6.5 1.2 1.8

政治の場 46.4 41.5 9.6 1.4 0.3 0.8

自治会やPTAなどの
地域活動の場

10.2 37.6 40.2 8.8 1.1 2.1

社会通念・慣習・
しきたりなど

24.1 57.8 12.9 3.1 0.3 1.9

法律や制度の上 11.7 40.6 37.0 8.3 1.4 1.1

社会全体 14.0 64.7 14.7 4.2 0.6 1.7
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【参考 都調査(R2.11 月)】あなたは、次にあげる分野で男女の地位は平等になっていると思います

か。また、社会全体としてはどうですか。次のそれぞれについて、あてはまるものを 1 つずつお

答えください。（○は 1つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ あなたは、以下の言葉を知っていますか。（ア～コそれぞれ○は１つ） 

 
内容まで 

知っている 

見たり・聞

いたりした 

ことがある 

知らない 

ア．男女共同参画社会 １ ２ ３ 

イ．女性活躍推進法 １ ２ ３ 

ウ．ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別） １ ２ ３ 

エ．ポジティブ・アクション(積極的改善措置) １ ２ ３ 

オ．ＤＶ（配偶者からの暴力） １ ２ ３ 

カ．デートＤＶ（恋人間の暴力） １ ２ ３ 

キ．ＬＧＢＴ（性的少数者の方を表す総称） １ ２ ３ 

ク．ＳＯＧＩ（性的指向と性自認を指す略称） １ ２ ３ 

ケ．アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み） １ ２ ３ 

コ．武蔵村山市第四次男女共同参画計画 

～ゆーあいプラン～ 
１ ２ ３ 

 

  

横方向にお答えください。 

 

※数字は回答割合（％）

分野
男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかと
いえば男性
の方が優遇
されている

平等

どちらかと
いえば女性
の方が優遇
されている

女性の方が
非常に優遇
されている

わからない 無回答

家庭生活 11.6 47.0 26.8 6.8 1.1 5.1 1.7

学校教育 3.0 16.6 67.5 2.3 0.7 8.1 1.8

職場 17.5 45.1 21.6 6.1 0.9 6.4 2.4

政治 40.2 42.7 9.6 1.0 0.4 4.2 2.0

自治会やNPOなどの
地域活動の場

6.4 29.4 36.0 6.0 0.8 19.4 2.0

社会通念・慣習・
しきたりなど

21.2 55.3 14.8 2.6 0.4 3.8 2.0

法律や制度 15.4 35.9 32.8 4.8 0.9 8.0 2.1

全体として 11.4 60.1 19.5 1.6 0.5 4.8 2.3
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 ３ 家庭生活について 
問８ あなたは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、どのよ 

うに思いますか。（○は１つ） 

１．賛成 

２．どちらかといえば賛成 

３．どちらかといえば反対 

４．反対 

５．わからない 

 

【参考 国調査(R4.11月)】「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、 

あなたはどうお考えですか。（○は 1つ） 

（4.0）１．賛成 

（29.4）２．どちらかといえば賛成 

 

（38.2）３．どちらかといえば反対 

（26.1）４．反対 

（2.2） 無回答 

 

【問８で「１．賛成」「２．どちらかといえば賛成」と回答した方にお聞きします。】 

問８－１ あなたは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、ど

のように思いますか。（○は１つ） 

１．役割分担をした方が効率がよいと思うから 

２．自分の両親もそうした役割分担をしていたから 

３．夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから 

４．妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから 

５．育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから 

６．その他（                              ） 

【参考 国調査(R4.11月)】賛成と思うのはなぜですか。（○はいくつでも） 

（11.1）１．日本の伝統的な家族の在り方だと思うから 

（8.3）２．自分の両親も役割分担をしていたから 

（32.1）３．夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから 

（59.0）４．妻が家庭を守った方が、こどもの成長などにとって良いと思うから 

（56.0）５．育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから 

（0.9）  無回答 
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【問８で「３．どちらかといえば反対」「４．反対」と回答した方にお聞きします。】 

問８－２ あなたは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、ど

のように思いますか。（○は１つ） 

１．男女平等に反すると思うから 

２．自分の両親も外で働いていたから 

３．夫も妻も働いた方が、多くの収入が得られると思うから 

４．妻が働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとって良いと思うから 

５．育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは可能だと思うから 

６．固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから 

７．その他（                              ） 

【参考 国調査(R4.11月)】反対と思うのはなぜですか。（○はいくつでも） 

（35.7）１．男女平等に反すると思うから 

（13.3）２．自分の両親も外で働いていたから 

（44.8）３．夫も妻も働いた方が、多くの収入が得られると思うから 

（40.0）４．妻が働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとって良いと思うから 

（18.4）５．育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは可能だと思うから 

（70.8）６．固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから 

（0.9）    無回答 

 

【現在、結婚（事実婚を含む。）している方にお聞きします】 

問９ あなたは日頃、次のア～カの各項目をどの程度行っていますか。 

（ア～カそれぞれ○は１つ） 

 
自分が中

心になっ

て行って

いる 

自分が中

心ではな

いが、頻

繁に行っ

ている 

頼まれれ

ば行うこ

とがある 

めったに

行 わ な

い・ 

まったく

行わない 

あてはま

らない 

ア．炊事・洗濯・掃除などの家事 １ ２ ３ ４  

イ．貯蓄やローンの管理 １ ２ ３ ４  

ウ．ＰＴＡや自治会などの地域活動 １ ２ ３ ４ ５ 

エ．育児や子どものしつけ １ ２ ３ ４ ５ 

オ．子どもの学校行事への参加 １ ２ ３ ４ ５ 

カ．親や家族の介護 １ ２ ３ ４ ５ 

 

  

横方向にお答えください。 
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 ４ ワーク・ライフ・バランスについて 

問 10 あなたは、女性が働くことについてどうお考えですか。（○は１つ） 

１．育児・介護等にかかわらず、働き続ける方がよい 

２．結婚するまでは、働いた方がよい 

３．子どもができるまでは、働いた方がよい 

４．子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び働いた方がよい 

５．女性は働かない方がよい 

６．その他（                              ） 

７．わからない 

【参考 国調査(R4.11月)】あなたは、女性が働くことについてどうお考えですか。（○は１つ） 

（0.7） １．女性は職業をもたない方がよい       ※（  ）内は回答割合（％） 

（2.6） ２．結婚するまでは職業をもつ方がよい 

（7.7） ３．こどもができるまでは、職業をもつ方がよい 

（59.5） ４．こどもができても、ずっと職業を続ける方がよい 

（27.1） ５．こどもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい 

【参考 都調査(R2.11 月)】一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。

（○は 1つ） 

（59.4） １．育児・介護等にかかわらず、職業をもち続ける方がよい 

（22.3） ２．子供ができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい 

（5.0） ３．子供ができるまでは職業をもつ方がよい 

（2.2） ４．結婚するまでは職業をもつ方がよい 

（0.3） ５．職業をもたない方がよい 

（7.5） ６．その他（具体的に：                       ） 

（2.6） ７．わからない 
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問１１  男女がともに仕事と家庭を両立していくためには、どのような環境整備が必要だと思いま 

すか。（○はいくつでも） 

１．育児休業・介護休業制度を取得しやすい職場環境 

2．在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度を活用できる職場環境 

3．上司や同僚に、女性が働くことや男性が家事・育児等に参加することについて、理解と協力 

がある職場環境 

4．性差に関係なく、家事・育児等を行う家庭環境 

5．性差に関係なく、仕事に取組むことができる家庭環境 

6．家族と深く関わりのある人から、女性が働くことや男性が家事・育児等に参加することにつ 

いて、理解と協力を得られる家庭環境 

7.「専業主夫」という言葉が特別ではない社会の意識 

8．「３歳までは母親が家庭で子育てをした方が良い」「介護は女性が行う方が良い」等、「育児 

や介護は女性がやるべき事」という固定概念がない社会の意識 

９．女性が社会に出て活躍することにより、男性の勤務時間が短縮され、双方のワーク・ライフ・ 

バランスが推進できる可能性があるという社会の意識 

10．その他（                                ） 

11．特にない 

12．わからない 

 

 

【現在、働いている方にお聞きします】 

問 12 あなたの職場では、有給休暇や育児休業などを取りやすい環境にありますか。 

（ア～ウそれぞれ〇は１つ） 

 

取 り や す

い 

ど ち ら か

といえば 

取 り や す

い 

ど ち ら か

といえば 

取 り に く

い 

取 り に く

い 

制 度 が な

い 

わ か ら な

い 

ア．育児休暇 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ．育児休業 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ．介護休暇 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

  

横方向にお答えください。 
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【現在、働いている方にお聞きします】 

問 13 あなたは、機会があれば育児休業を取りたいと思いますか。（〇は１つ） 

１．取りたい     ４．取りたくない 

２．どちらかといえば取りたい   ５．制度がない 

３．どちらかといえば取りたくない  ６．わからない 

 

 

問 14 東京都では育児は「仕事を休む期間」ではなく、 

「未来を育む大切な仕事」へと社会認識を一新するため 

育児休業の愛称を「育業」としています。 

あなたは、都が推進する育児休業の愛称である「育業」 

を知っていましたか。（〇は１つ） 

１．知っていた    ２．知らなかった 

 

  

育業ロゴマーク 
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 ５ あらゆる暴力について 
問 15 あなたは、これまでに、パートナーや交際相手などから次のような行為をされたことが 

ありますか。（ア～エそれぞれ○は１つ） 

 何 度 も 

あった 

１ ～ ２ 度 

あった 

ま っ た く

ない 

ア【身体的暴力】 

殴ったり、蹴ったり、物を投げつけたり、突き飛ばした

りするなどの身体に対する暴行を受けた 

１ ２ ３ 

イ【精神的暴力】 

精神的な嫌がらせや暴言など、自分や家族に危害を加

えるのではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた 

１ ２ ３ 

ウ【性的暴力】 

嫌がっているのに、性的な行為を強要された 
１ ２ ３ 

エ【経済的暴力】 

必要な生活費を渡さなかったり、過度にお金を細かく 

管理されるなどの経済的な圧力を受けた 

１ ２ ３ 

【参考  国 DV に関する調査(R2.11 月)】あなたはこれまでに，配偶者から次のようなことをされ

たことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 15 で１つでも「１．何度もあった」「２．１～２度あった」と回答した方にお聞きします。】 

問 15－１ あなたはこれまでに、その相手から受けた行為について、誰かに打ち明けたり、 

相談したりしましたか。（〇は１つ） 

１．相談した 

２．相談したかったが、できなかった 

３．相談しようと思わなかった 

 

  

横方向にお答えください。 

 

※数字は回答割合（％）

項目
何度も
あった

１，２度
あった

まったく
ない

無回答

身体的暴行 2.5 12.2 83.8 1.5

心理的攻撃 4.8 7.8 85.4 2.0

経済的圧迫 2.8 3.1 92.1 1.9

性的強要 1.9 3.4 92.6 2.2
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問 15－２ あなたは、これまでに、その相手の行為によって、命の危険を感じたことはあり 

ますか。（〇は１つ） 

１．感じたことがある ２．感じたことはない 

【参考  国 DV に関する調査(R2.11 月)】あなたはこれまでに，配偶者から受けたそのような行為

によって，命の危険を感じたことがありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

（○は１つ） 

（13.2） １．感じた 

（76.8） ２．一度も感じなかった 

（10.0） 無回答 

 

 

問 16 パートナーや交際相手等からの暴力や様々な悩みなどに関する相談窓口などについて、あ

なたが知っているものを、この中からいくつでもあげてください。（すべてに○） 

１．母子・父子・女性相談 

２．こころの保健室 

３．男女共同参画センター「ゆーあい」 

４．市民なやみごと相談 

５．ＤＶ相談ナビ 

６．東京ウィメンズプラザ 

７．東京都女性相談センター 

８．内閣府ＤＶ相談+（プラス） 

９．わからない 

10．特にない 
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 ６ 市の施策について  
問 17 本市には、男女共同参画を推進するための拠点施設として、緑が丘ふれあいセンターの 

中に男女共同参画センター『ゆーあい』があります。 

   あなたは、このセンター（『ゆーあい』）を利用したことがありますか。（〇は１つ） 

１．利用したことがある ２．利用したことがない 

 

【問 17 で「１．利用したことがある」と回答した方にお聞きします。】 

問 17-１ あなたは、『ゆーあい』で行っている次の事業を知っていますか。また、知っている

場合、参加・利用したことはありますか。（ア～カそれぞれ○は１つ） 

 

 ①認知度  ②参加状況 

 
知っている 知らない 

 参加したこ

とがある 

参加したこ

とがない 

ア．ＹＯＵ・Ｉフォーラム（男女共同参画

講演会）等の講演会や各種講座 
１ ２ 

 
１ ２ 

イ．情報・資料コーナー １ ２ 
 

１ ２ 

ウ．なやみごと・生きかた相談 １ ２ 
 

１ ２ 

エ．女性弁護士による法律相談 １ ２ 
 

１ ２ 

オ．情報誌『ＹＯＵ・Ｉ』 １ ２ 
 

１ ２ 

カ．ウィメンズチャレンジプロジェクト 

（女性対象の創業・就業支援事業） 
１ ２ 

 
１ ２ 

 

  

横方向にお答えください。 
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問 18 男女共同参画社会を実現させるために、本市は今後どのようなことに力を入れていくべき

だと思いますか。特に重要だと思うことを３つまでお選びください。（○は３つまで） 

１．仕事と家庭生活、地域・個人の生活の調和をすすめるまちづくり 

２．多様な選択を可能にする教育・学習が充実したまちづくり 

３．男女とも働きやすく、経済的に自立できるまちづくり 

４．すべての女性が、その個性と能力を十分に発揮できるまちづくり 

５．政策・方針決定の場に男女が平等な立場で共に参画することができるまちづくり 

６．社会通念や慣習を見直し、性差にかかわらず個性を尊重した多様な生き方ができるまちづくり 

７．性差により不利益を感じることのない公平な法律・制度が整備されたまちづくり 

８．誰もが安全に安心して暮らせるまちづくり 

９．ひとり親家庭や高齢者など、特別な配慮が必要な方への支援の充実を図るまちづくり 

10．人権を尊重し合い、性差に関わらず誰もが過ごしやすいまちづくり 

11．男女が互いの性を理解・尊重し、性別や年代に応じた健康的な生活を送ることができるまちづくり 

12．ＳＤＧｓにおけるジェンダー平等への理解促進や国際交流など多文化共生のまちづくり 

13．その他（                                   ） 

14．わからない 

 

 

 ７ 市の男女共同参画についてのご意見・ご要望 
 男女共同参画の推進に関してご意見・ご感想がありましたら自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。御協力ありがとうございました。 

郵送で回答される場合は、同封の返信用封筒に入れ、封をして、切手を貼らず 

○月○日（○）までに郵便ポストにご投函ください。 


